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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、C2H2型ジンクフィンガー転写因子であるSnailファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、Eボックスモチーフに結合する転写抑制因子として作用し、乳がんにおけるEカドヘリンの転写も抑制すると考えられます。このタンパク質は上皮間葉転換に関与し、抗アポトーシス活性を有しています。この遺伝子の変異は、散発性の神経管閉鎖不全症と関連している可能性があります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	MCF-7 細胞溶解物に対する SNAI2 マウス mAb を使用したウエスタン ブロット分析。
	

	SNAI2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	SNAI2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した MCF-7 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SNAI2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SNAI2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。

